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趣旨及び概要  数学教育では，比例的推論の発達モデルやそれに基づく指導の在り方が研究され

てきているが，教師の日々の授業改善を視点としたボトムアップの研究は十分では

ない．特に，下学年の理論的・実践的研究は少ない．本課題研究のリサーチクエス

チョンは，「下学年における比例的推論の基礎を形成する授業をつくる上で，児童

の具体的な推論の事例を踏まえると，児童の学習軌道がどのように設定できるか」

である． 

昨年度は，2 つのタイプの比の使用に関する質の高まりを捉える幾つかの段階を学

習軌道として提案するとともに，比例的推論の実態調査，第 2 学年「かけ算」の授

業実践を報告した． 

本年度は，昨年度の課題を踏まえ，本研究での試みや先行研究の分析を基に，提

案した学習軌道の改善への示唆を得る．また，他の問題場面を用いたインタビュー

調査や授業実践を通して，小学校第 1～3 学年の児童の比例的推論の進展の多様性

を捉えるとともに，進展を促す要因を探る． 

 


